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演題: 道管分化にみる細胞内空間秩序の構築 
 

細胞内における極性やパターンの構築は生物の発生に欠かせない。植物では個々の

細胞が秩序立ったパターンに細胞壁を沈着することにより細胞の形やはたらきを制御

している。私たちは周期的な細胞壁パターンを形成する道管の細胞をモデルとして細

胞内における空間パターンの構築機構を研究してきた。その結果、Rho 型の低分子量
GTPase が細胞膜上で局所的に活性化し、細胞壁合成のレールとなる微小管を局所的
に壊すことにより細胞壁のパターンが作り出されることを明らかにした (1,2)。さらに、
この Rhoの活性化が反応拡散系により制御されていることや (5) 、微小管による Rho
シグナルの排他作用が細胞壁パターンの形状を制御していること (3,4) 、新規の
Rho-actin経路が細胞壁形成を局所的に制御すること (6)も明らかとなってきた。今回
のセミナーでは、これらの知見に加え植物にユニークな細胞分裂の制御機構への取り

組みについても紹介する予定である。 
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